
＜令和4年度改定版＞ 

 

日医生涯教育講座申請者 各位 

 

 

奈良県医師会が日本医師会生涯教育講座として認定する場合の申請、報告手順等は

別紙となり、本会への申請は地区医師会、または、部会(医)会、研究会等で開催され

る講演会等になります。 

日医生涯教育制度実施要綱（令和4年度版）より、下記が変更となります。 

 

１．カリキュラム＜2016＞の一部改訂について 

ｶﾘｷｭﾗﾑｺ-ﾄﾞ 

（CC） 
改訂前 改訂後 

20 不眠 不眠（睡眠障害） 

64 肉眼的血尿 血尿（肉眼的、顕微鏡的） 

79 気管支喘息 気管支喘息・COPD 

0 その他 最新のトピックス・その他 

 

２．カリキュラムコードの付与について 

  １時間以上の演題の場合でもカリキュラムコードの付与は１つとし、講演時間 

30分当たり１カリキュラムコードを付与は認めない。1時間の演題に対し2つの 

カリキュラムコ－ドを付与することは認めない。 

 

 

詳細は、日本医師会生涯教育ポータルサイト「日本医師会生涯教育on-line」 

（http://www1.med.or.jp/cme/index.html）をご確認ください。 

 

 

 

令和４年３月 

奈 良 県 医 師 会  

http://www1.med.or.jp/cme/index.html


日本医師会生涯教育制度認定講習会の申請について 

 

１．申請者(主催者)は、講演会開催の１ヵ月前までに申請用紙(様式１－１、１－２)を

記入し、奈良県医師会あてに提出してください。（記入要領は、別紙１を参照） 

 

２．奈良県医師会が申請のあった講演会等を日本医師会生涯教育講座として認めた場合

は、奈良県医師会ホ－ムペ－ジ等に掲載しますので確認してください。 

  本会は月２回（毎月１日と１５日付）認定しています。 

   

３．奈良県医師会では日医研修管理システムにて受講記録の管理をしており、申請者(主

催者)は、必ず本会指定の記名簿(様式３－１、または３－２)を使用してください。 

記名簿の受講者氏名、所属地区医師会、医療機関名はすべて記入、また奈良県医師

会員は会員の欄に○印をつけてください。（記入漏れがある場合には受講登録がで

きません。) 

  ＊様式３－２は、受付管理を開始・退出で申請された場合に使用 

 

４．申請者(主催者)は、講演会等が終了後、すみやかに奈良県医師会に報告書(様式２)

に記名簿(様式３－１、または３－２)を添付のうえ提出してください。(FAXでも可) 

 

 

＊日医研修管理システムにて講習会および受講単位の管理を行っており、本会より講習

会等の受講証は発行いたしませんのでご留意ください。 

 

＊本会承認後に、やむを得ない事情による内容等の変更、これに伴う単位・カリキュラ

ムコードの変更があった場合は、速やかにご連絡願います。 

 

  



別紙 1 

●各種団体の講演会等における単位・カリキュラムコードの付与について 

(１)カリキュラムコード(略称:ＣＣ)・単位付与基準について 

・内容に対応したＣＣを指定してください。 

・演題ごとに１ＣＣ・１単位・１時間を原則とする。ただし、やむを得ない場合に

限り、１ＣＣの付与は最短３０分の演題（０.５単位）とする。 

なお、１時間以上の演題の場合でもＣＣの付与は１つとし、講演時間３０分当たり

１ＣＣを付与することは認めない。（１時間の演題に対し２つのＣＣを付与するこ

とは認めない。） 

 

(２) ＣＣについて 

・日本医師会生涯教育カリキュラム２０１６（２０２２年４月版）より、演題に該

当するＣＣを選んでください。 

  

●申請にかかる注意事項について 

・様式１－１、様式１－２に必要事項を記入し、押印してください。 

・様式１－１「研修会基本情報」については、全ての項目に記入してください。 

・様式１－２「研修内容」については、演題ごとにＣＣ・単位を記入してください。 

 

●プログラム等への記載例 

＊日医生涯教育制度認定講習会２単位 (ＣＣ５-２単位) 

 

●その他 

日医生涯教育制度認定の講演会を、診療報酬算定の施設基準届出要件、専門医制度

等の申請要件とする場合は、一定の条件を満たす必要がありますのでご留意くださ

い。 


